
　生活必需品である自動車には複雑かつ過重な税負担が課せら
れ、生活者の大きな負担となっています。また、新型コロナウイルス
の影響下においては、感染症へのリスク低減や地方経済の活性
化・個人消費の増加に資する自動車の活用を模索する必要もあ
ります。地方生活者ほど税負担の重い自動車ユーザーの負担軽
減や、地域経済の底支え、交通事故や悪質運転の撲滅等の社会
課題に対し早急な対策を講ずるよう国に強く要望するため、自動
車総連組織内議員である私と小平みちお議員（SUBARU労組出
身）を中心として、「自動車政策に関する意見書」を提案しました。
　9月29日の本会議にて、宇都宮市議会全会一致で意見書が
採択され、国へ提出されることとなりました。今後も生活者・自

動車ユーザー・自動車産業で働く仲間の皆さんの代表として、
自動車政策に取り組んでいきます。

「夢・笑顔・活気」あふれる宇都宮

高橋ひでき活動通信
発行：全国本田労働組合連合会　栃木地方協議会
住所：〒321-3395 栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台6-1 本田技研労働組合 栃木西支部内　電話番号：028-677-5526
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　令和２年９月定例会において、令和元年度一般会計・特別会計および企業会計の決算が審議されました。私は「企業会計決算
審査特別委員会」の委員として、適正に予算執行されたのかを確認しました。決算の内容を抜粋して報告いたします。

　日頃より、「高橋ひでき」の活動にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　９月に入り、栃木県内における新型コロナウイルス感染症の陽性確認者数は、一部でクラスターが発生し
たものの、感染拡大は抑え込めている状況です。これは、皆さん一人ひとりの感染予防対策の徹底や飲食店
など各事業者による対策の実施、そして何よりも保健所や医療現場の最前線で働く皆様の苦労の賜物と深
く感謝致します。季節は移りますが、安心して生活できる日常を一日も早く取り戻すため、引き続き感染拡大
予防の徹底にご協力をお願い致します。

宇都宮市　令和元年度　決算

　令和２年９月定例会において、補正予算案（総額約16億円、うち新型コロナウイルス感染症関連約９億円）が成立しました。

新型コロナウイルス感染症への宇都宮市対応について

「自動車政策に関する意見書」を全会一致で採択

宇都宮市議会議員 高橋　ひでき

 ●うつのみや赤ちゃん応援特別給付金
　国の特別定額給付金の基準日の翌日（令和2年
4月28日）以降に生まれたお子様のいる子育て家
庭についても、新型コロナウイルス感染症の影響
により、家計負担及び精神的負担が増大している
現状を踏まえ、子育て家庭を応援することを目的と
した本市独自の給付金「うつのみや赤ちゃん応援
特別給付金」（1人10万円）を支給します。

 ●インフルエンザ予防接種費用の補助
　今冬においては、新型コロナウイルスとインフル
エンザの同時流行が懸念されています。多くの方
がインフルエンザ予防接種を実施することにより、
生活上の安全性を高めるとともに、医療崩壊の回
避につながります。そのため宇都宮市は、例年の
65歳以上の方に加えて、生後6か月以上64歳まで
の方にも予防接種費用の補助を実施します。

市長
動画

詳細

詳細

意見書
本文

詳細

所属会派「市民連合」の提言として、
●水道事業・下水道事業
・アセットマネジメント手法等を活用し、効果的かつ効率的
な施設の維持管理に努めるとともに、水需要の変化に適
切かつ柔軟に対応できる体制の構築を図るべきである。
・雨水幹線の着実な整備など、浸水被害の軽減に向けた取
り組みの促進が必要である。

●中央卸売市場事業
・北関東唯一の中央卸売市場としてさらなる集荷力・販売
力の強化を図るとともに、整備基本計画に基づき着実に
施設の再整備を進める必要がある。

との発言をしました。
　限られた財源で安心・安全な生活ができるよう、引き続き予算
執行状況について確認・提言をしていきます。

自動車政策に関する意見書（一部抜粋）
記

１．自動車に係る税及び燃料課税の簡素化並びにユーザー負担の
軽減を図るため、税体系の抜本的な見直しに取り組むとともに、軽
減に当たっては地方財源に影響を与えぬよう対策を講ずること。

２．自動車保険（任意保険）を所得税控除の対象とすること。
３．地域経済や流通を支えるため、高速道路料金の引下げを行うこと。
４．交通事故や悪質運転を防止するため、サポカー補助金を全年齢
に適用すること。

　　令和２年9月２9日 宇都宮市議会

一般会計
特別会計

一般会計 特別会計
令和元年度
決算（百万円）

前年度
比（%）

令和元年度
決算（百万円）

前年度
比（%）

歳入 217,224 3.7 115,093 2.7
歳出 213,333 4.6 113,907 2.7
差引額 3,891 △28.0 1,186 △3.1

翌年度に繰り
越すべき財源 2,668 △36.5 602 △19.6

実質収支額 1,224 1.5 585 22.9

企業会計
水道事業 下水道事業 中央卸売市場事業

令和元年度
決算（百万円）

前年度
比（%）

令和元年度
決算（百万円）

前年度
比（%）

令和元年度
決算（百万円）

前年度
比（%）

収益合計 10,719 △1.1 12,422 △5.0 569 △0.7
費用合計 8,758 △0.3 12,110 0.1 565 △1.2

当年度純利益 1,961 △4.6 311 △67.9 4 163.2
当年度未処分
利益剰余金 4,141 2.1 1,671 △22.3 6 72.5



高橋ひでき後援会Facebookページ
https://www.facebook.com/hideki.takahashi.utsunomiya/

宇都宮市議会ホームページ　
https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/gikai/

最新情報
更新中‼

市民連合ホームページ
http://u-shimin.jp/

ご意見・ご要望をお待ちしております。

活動実績（７月～９月）

地域の困りごと改善報告

  1日 本会議（6月定例会閉会）
  広報広聴委員会
 6日 市内視察
 8日 ケーヒン労組栃木ブロック
  新入組合員説明会
 10日 自動車総連組織内議員研修会
 　10日～15日
  本田技研労組エンジニアリング支部
  新入組合員セミナー
 14日 全本田労連政策検討会議
 15日 ケーヒン労組栃木ブロック
  新入組合員説明会
 17日 本田技研労組栃木研究所支部相談会

（紙面開催）
 22日 ケーヒン労組栃木ブロック
  新入組合員説明会
 29日 ケーヒン労組栃木ブロック

新入組合員説明会
  全本田労連栃木地協幹事会

 1日 ホンダロジスティクス労組東日本ブロック
活動報告会

 3日 議員説明会
  本田技研労組栃木研究所支部相談会

（紙面開催）
 5日 広報広聴委員会
 6日 次世代技術を生かしたまちづくり

調査特別委員会
　  中央卸売市場運営協議会
 7日 建設常任委員会
 9日 栃木県原爆死没者慰霊式
 17日 Honda Reverta市長・市議会議長訪問
 21日 本田技研労組エンジニアリング支部

職場委員会
 24日 本田技研労組栃木研究所支部相談会

（紙面開催）
 25日 オートテクニックジャパン労組

本社支部映画祭り
 26日 本会議（9月定例会開会）
 28日 本田技研労組定期大会
 29日 オートテクニックジャパン労組定期大会
  日本電産エレシス労組定期大会

7月（Jul.） 8月（Aug.） 9月（Sep.）
 18日 本田技研労組栃木支部
 ステップアップセミナー
  ホンダロック労組栃木支部総会
  オートテクニックジャパン労組
 本社支部総会
  モビリティランド労組もてぎ分会総会
 21日 本田技研労組栃木支部議員懇談会
 23日 本田技研労組栃木支部

ステップアップセミナー
 25日 議員研修会
 29日 本会議（9月定例会閉会）
　　     広報広聴委員会
 30日 次世代技術を生かしたまちづくり

調査特別委員会
  環境審議会
  本田技研労組栃木支部

ステップアップセミナー

ホンダロック労組栃木支部総会ケーヒン労組栃木ブロック新入組合員説明会 モビリティランド労組もてぎ分会総会

 2日 連合栃木議員懇連絡会・政策講演会
  本田技研労組栃木研究所支部相談会

（紙面開催）
　　3日～8日
  本会議
 4日 本田技研労組エンジニアリング支部総会
  本田技研労組栃木支部総会
  八千代工業労組栃木支部総会
 5日 日信工業労組東部支部総会（動画）
 9日 建設常任委員会
  エフテック労組芳賀支部総会（動画）
　11日～17日
  企業会計決算審議特別委員会
 11日 本田技研労組栃木研究所支部総会
 12日 ホンダ開発労組栃木分会総会

錦 空き家の適正管理を依頼しました
改善前 改善後

城東わくわく公園 広場で遊べるようになりました
改善前 改善後

緑の郷 街路樹の剪定により道路の見通しが良くなりました
改善前 改善後

剪定中

ゆいの杜 ガードパイプの修繕を依頼しました
改善前 改善後


